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平成 28 年 3 月 30 日 

(独)家畜改良センター岡崎牧場 

 

 

 

「地鶏等の生産振興のための組合せ検定結果について」 

（27 年度実施分：終了報告） 

 

 

１．目的 

 都道府県及び民間が行う地鶏及び銘柄鶏による鶏肉生産の振興を図るため、家畜改良セ

ンターが保有する品種・系統を用いた地鶏等の生産に有用と思われる組合せについて、産

肉性又は産卵性に係る検定を行い、検定の結果について都道府県及び民間ブリーダーに広

く情報提供を行う。これによりセンターが作出する特長ある育種素材を有効にご活用頂

き、地鶏等の作出に繋げる。 

 

 

２．検定内容（表１） 

組合せ(鶏種) 性 用 途 検定期間 羽数 給餌方法 備考 

５７×８６ 

（RC*RIR） 

① ♂ 
コマーシャル 

（ＣＭ♂） 

0～12Ｗ 

（0～84日齢） 
100羽 不断給餌 

(ふ化) 

15/3/9 

② ♀ 
コマーシャル 

（ＣＭ♀） 

0～12Ｗ 

（0～84日齢） 
100羽 不断給餌 

５７×ＸＳＹＣ 

（RC*交雑種） 

③ ♂ 
コマーシャル 

（ＣＭ♂） 

0～12Ｗ 

（0～84日齢） 
100羽 不断給餌 

④ ♀ 
コマーシャル 

（ＣＭ♀） 

0～18Ｗ 

（0～126日齢） 
100羽 不断給餌 

８３４×ＸＳＹＣ 

（軍鶏合成種*交雑種） 

⑤ ♂ 
コマーシャル 

（ＣＭ♂） 

0～18Ｗ 

（0～126日齢） 
100羽 不断給餌 

⑥ ♀ 
コマーシャル 

（ＣＭ♀） 

0～18Ｗ 

（0～126日齢） 
100羽 不断給餌 

５７×８３１ 

（RC*軍鶏赤笹） 
⑦ ♂ 

雄系種鶏 

（ＰＳ♂） 

0～22Ｗ 

（0～154日齢） 
100羽 

15日齢～ 

制限給餌 

(ふ化) 

15/4/6 

８７×９８１ 

（名古屋種*劣WR） 
⑧ ♀ 

雌系種鶏 

（ＰＳ♀） 

0～40Ｗ 

（0～280日齢） 
100羽 

15日齢～ 

制限給餌 

(ふ化) 

15/3/9 

８８×ＹＣ 

（BPR*RIR） 
⑨ ♀ 

雌系種鶏 

（ＰＳ♀） 

0～40Ｗ 

（0～280日齢） 
100羽 

15日齢～ 

制限給餌 

(ふ化) 

15/4/6 
 

※ 57(兵庫牧場系)＝RC：ﾚｯﾄﾞｺｰﾆｯｼｭ、86(兵庫牧場系)＝RIR：ﾛｰﾄﾞｱｲﾗﾝﾄﾞﾚｯﾄﾞ、XSYC(岡崎牧場系)＝交雑種：岡崎おうはん、 

834(兵庫牧場系)＝軍鶏合成種：龍軍鶏ごろう、831(兵庫牧場系)＝軍鶏赤笹、981(兵庫牧場系)＝劣 WR：劣性白色ﾌﾟﾘﾏｽﾛｯｸ、 

88(兵庫牧場系)＝BPR：横斑ﾌﾟﾘﾏｽﾛｯｸ、YC(岡崎牧場系)＝RIR：ﾛｰﾄﾞｱｲﾗﾝﾄﾞﾚｯﾄﾞ 
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３．測定項目・時期（表２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注１） コマーシャル検定について、１２週齢以前の体重測定の結果が平均３㎏以上となった

場合は、１２週齢時に全個体についての体重、飼料要求率、羽色、外貌の特徴、育成率

及びへい死･淘汰理由のデータを収集し、検定を終了できるものとした。 

 注２） 雄系種鶏検定について、１８週齢以前の体重測定の結果が平均３㎏以上となった場合

は、１８週齢時に全個体についての週齢毎飼料給餌量、育成率及びへい死･淘汰理由のデ

ータを収集し、検定を終了できるものとした。 

 

４．検定場所・飼養管理条件 

 (1) 検定場所：(独)家畜改良センター岡崎牧場（以下：岡崎牧場） 

 (2) 鶏舎構造：セミウインドレス・平飼い鶏舎（7.2ｍ×4.6ｍ=33.12ｍ2/室：群飼） 

※ ＰＳの｢⑧87×981♀｣は 147 日齢から、｢⑦57×831♂｣･｢⑨88×YC♀｣は 133 日

齢からセミウインドレス・ケージ鶏舎（30 ㎝×45 ㎝=1,350 ㎝ 2/室：単飼） 

（※ 原則として、平飼い鶏舎を用いる。ただし、種鶏検定については、必要に応じてケージ

鶏舎を用いることができるものとした。） 

 (3) 給与飼料： 0～ 21 日齢 ＝ 幼すう用配合飼料（ME2,900～2,980kcal/kg，CP20～22%） 

        22～ 42 日齢 ＝ 中すう用配合飼料（ME2,800～2,850kcal/kg，CP17～18%） 

        43～154 日齢 ＝ 大すう用配合飼料（ME2,750～2,800kcal/kg，CP14～15%） 

        155 日齢以降 ＝ 成 鶏 用    配合飼料（ME2,830kcal/kg，CP17%） 

 (4) 制限給餌：岡崎牧場のプログラムによる 

 (5) 点灯管理：＜ＣＭ♂♀＞ 0～ 全期間 ＝14 時間点灯（20 Lux） 

        ＜ＰＳ♀＞  0～17 日齢 ＝24～22 時間点灯（20 Lux）  

18～20 日齢 ＝20～16 時間点灯（20 Lux） 

21 日齢以降 ＝14 時間点灯（20 Lux） 
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５．検定結果 

 (1) 体重 

 ア ＣＭ組合せ（表３～10、図１～５参照） 

  ＣＭの体重は、12・18 週齢を全羽数とし、18 週齢までのその他の週齢を 20％抽出(20
羽)として測定した。 
 「57×86」では、12 週齢(84 日齢)で♂4.5 ㎏・♀3.5 ㎏という結果となった。また、
20％抽出の6～10週齢での体重を考慮し、ＣＭの出荷体重を2.8～3.0㎏と想定した場合、
♂で 54～57 日齢程度、♀で 65～68 日齢程度での出荷が見込まれる。 

 

（表３）＜①57×86♂＞「ＣＭ♂」体重の推移 

 

 

 

 

 

 

 

（表４）＜②57×86♀＞「ＣＭ♀」体重の推移 

 

 

 

 

 

 

 
※ 上記の表３･４における 12･18 週齢の全数測定において、発育不良等により極端に低い体重のものは、 

  異常値として集計から除外した。 

 

 （表５）平均体重の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               （図１）＜57×86＞♂♀の平均体重の推移 
 
 ※ 表５の青色部は全羽数、0～10,14～16 週齢は 20％抽出。 

※ 図１の黄色部はＣＭ♂♀の見込出荷日齢・体重。

(単位:週､日､㎏) 
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 「57×XSYC」では、12 週齢(84 日齢)で♂3.4 ㎏・♀2.6 ㎏、その後、検定を継続した♀は

18 週齢(126 日齢)で 3.5 ㎏という結果となった。また、20％抽出の 10～14 週齢での体重を考

慮し、ＣＭの出荷体重を 2.8～3.0 ㎏と想定した場合、♂で 72～76 日齢程度、♀で 92～98

日齢程度での出荷が見込まれる。 

 

（表６）＜③57×XSYC♂＞「ＣＭ♂」体重の推移 

 

 

 

 

 

 

 

（表７）＜④57×XSYC♀＞「ＣＭ♀」体重の推移 

 

 

 

 

 

 

 
※ 上記の表６･７における 12･18 週齢の全数測定において、発育不良等により極端に低い体重のものは、 

異常値として集計から除外した。 

 

 （表８）平均体重の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               （図２）＜57×XSYC＞♂♀の平均体重の推移 
 
 ※ 表８の青色部は全羽数、0～10,14～16 週齢は 20％抽出。 

 ※ 図２の黄色部はＣＭ♂♀の見込出荷日齢・体重。 

(単位:週､日､㎏) 
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 「834×XSYC」では、12 週齢(84 日齢)で♂2.9 ㎏・♀2.2 ㎏、18 週齢(126 日齢)で♂3.6 ㎏

・♀2.9 ㎏という結果となった。また、20％抽出の 10～18 週齢での体重を考慮し、ＣＭの出

荷体重を 2.8～3.0 ㎏と想定した場合、♂で 81～86 日齢程度、♀で 122～129 日齢程度での出

荷が見込まれる。 

 

（表９）＜⑤834×XSYC♂＞「ＣＭ♂」体重の推移 

 

 

 

 

 

 

 

（表 10）＜⑥834×XSYC♀＞「ＣＭ♀」体重の推移 

 

 

 

 

 

 

 
※ 上記の表９･10 における 12･18 週齢の全数測定において、発育不良等により極端に低い体重のものは、 

 異常値として集計から除外した。 

 

 （表 11）平均体重の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               （図３）＜834×XSYC＞♂♀の平均体重の推移 
 
 ※ 表 11 の青色部は全羽数、0～10,14～16 週齢は 20％抽出。 

 ※ 図３の黄色部はＣＭ♂♀の見込出荷日齢・体重。 

(単位:週､日､㎏) 
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＜参考＞♂♀別平均体重 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図４）ＣＭ♂の平均体重の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図５）ＣＭ♀の平均体重の推移 

 

イ ＰＳ組合せ（表 12～14、図６参照） 

 ＰＳの体重は、12・18 週齢を全羽数とし、20 週齢までのその他の週齢を 20％抽出(20 羽)、

22 週齢から 40 週齢までの週齢を 10％抽出(10 羽)として測定した。 

 ＰＳは、15 日齢からの制限給餌により、飼料給餌量に応じてなだらかに上昇し、「⑦57

×831♂」は 12 週齢で 1.6 ㎏、18 週齢で 2.2 ㎏、検定終了時の 22 週齢で 2.7 ㎏となった。 
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一方、「⑧87×981♀」は 12 週齢で 1.3 ㎏、18 週齢で 1.8 ㎏、「⑨88×YC♀」は 12 週齢

で 1.2 ㎏、18 週齢で 1.7 ㎏となった。また、ＰＳ♀は、18 週齢以降からの産卵率に応じた

段階的な飼料給餌量の増加により、40 週齢では「⑧87×981♀」が 3.6 ㎏、「⑨88×YC♀」

が 3.1 ㎏となった。 
 

（表 12）＜⑦57×831♂＞「ＰＳ♂」体重の推移 

 

 

 

 

 

 
 
（表 13）＜⑧87×981♀＞「ＰＳ♀」体重の推移 

 

 

 

 

 

 
 
（表 14）＜⑨88×YC♀＞「ＰＳ♀」体重の推移 

 

 

 

 

 

 

 
※ 上記の表 12～14 における 12･18 週齢の全数測定において、発育不良等により極端に低い体重のものは、 

 異常値として集計から除外した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図６）ＰＳの平均体重の推移 
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 (2) 飼料要求率 （ＣＭのみ、表 15・16 参照） 

 ＣＭは不断給餌であり、飼料摂取時の餌溢しが著しく、へい死鶏・淘汰鶏の飼料給餌量

も含めた算出とした。 

このため、飼料要求率は 0～12 週齢で「57×86」が♂3.3（給餌量：172ｇ/日/羽)・♀3.4

（同：142ｇ/日/羽）、「57×XSYC」が♂3.1（給餌量：123ｇ/日/羽)・♀3.5（同：106ｇ/

日/羽）、「834×XSYC」が♂3.2（給餌量：111ｇ/日/羽)・♀3.6（同：90ｇ/日/羽）とな

った。一方、18 週齢まで検定継続となった組合せでは、0～18 週齢で「57×XSYC」が♀4.3

（同：118ｇ/日/羽）、「834×XSYC」が♂4.4（給餌量：122ｇ/日/羽)・♀4.7（同：107

ｇ/日/羽）となった。 
 

（表 15）ＣＭ♂♀の 0～12 週齢（0～84 日齢）の飼料要求率 

組合せ 性 
期末羽数 
（羽） 

平均体重 
（ｇ） 

増体量 
（㎏） 

飼料給餌量 
（㎏） 

  飼料 
要求率 （ｇ/日/羽） 

57×86 
① ♂ 92 4,455 401.7 1,331 172 3.31 
② ♀ 98 3,483 339.4 1,169 142 3.44 

57×XSYC 
③ ♂ 99 3,382 330.8 1,020 123 3.08 
④ ♀ 97 2,571 246.0  863 106 3.51 

834×XSYC 
⑤ ♂ 98 2,943 284.4  910 111 3.20 
⑥ ♀ 95 2,153 199.6  720  90 3.61 

 
（表 16）ＣＭ♂♀の 0～18 週齢（0～126 日齢）の飼料要求率 

組合せ 性 
期末羽数 
（羽） 

平均体重 
（ｇ） 

増体量 
（㎏） 

飼料給餌量 
（㎏） 

  飼料 
要求率 （ｇ/日/羽） 

57×XSYC ④ ♀ 95 3,453 324.0 1,408 118 4.34 

834×XSYC 
⑤ ♂ 94 3,592 332.6 1,449 122 4.36 
⑥ ♀ 91 2,936 262.6 1,230 107 4.68 

 

 (3) 週齢毎飼料給餌量 （ＰＳのみ、表 17・図７参照） 

 ＰＳは 15 日齢から制限給餌を実施し、産卵開始までの期間は種鶏の育成に必要なＭＥ

（代謝エネルギー）量に応じた量を給餌した。産卵率が５％に達した 26 週齢(185 日齢)

以降は産卵率の上昇に応じた給餌量を給与した。 
 

（表 17） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   （図７）ＰＳの週齢毎飼料給餌量の推移 
 
  ※ 1 日 1 羽当たり給餌量を週齢毎に平均化して算出。 
  ※ 0 日齢から産卵開始までの給餌量は、外国銘柄鶏の種鶏マニュアルの目標摂取ＭＥ量を参考とした。 
  ※ 産卵開始後の給餌量は、兵庫牧場専用種飼料給餌量モデルの産卵率に応じた摂取ＭＥ量を参考とした。 

(単位:ｇ) 
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 (4) 羽色・外貌特徴 

 ア 0 週齢時（ＣＭ･ＰＳ：羽色のみ(20％抽出)、図８－１～９参照） 

 羽色は、その組合せの中で多く占めている羽色タイプを順に、羽数をカウントすること

とした。 
 
 ＣＭの「①57×86♂」は、全て（20 羽中 20 羽）が羽色タイプⅠ（褐色）であった。 

 「②57×86♀」は、全て（20 羽中 20 羽）が羽色タイプⅠ（淡褐色）であった。 
 
 「③57×XSYC♂」は、羽色が３タイプあり、羽色タイプⅠ（黒色）が 55％（20 羽中 11

羽）、羽色タイプⅡ（白色）が 40％（20 羽中 8 羽）、羽色タイプⅢ（白色斑）が 5％（20

羽中 1 羽）を占めた。 

 「④57×XSYC♀」は、羽色が３タイプあり、羽色タイプⅠ（黒色）が 50％（20 羽中 10

羽）、羽色タイプⅡ（淡褐色）が 35％（20 羽中 7 羽）、羽色タイプⅢ（褐色斑）が 15％

（20 羽中 3 羽）を占めた。 
 
 「⑤834×XSYC♂」は、羽色が３タイプあり、羽色タイプⅠ（黒色）が 50％（20 羽中

10 羽）、羽色タイプⅡ（白色）が 40％（20 羽中 8 羽）、羽色タイプⅢ（淡褐色）が 10

％（20 羽中 2 羽）を占めた。 

 「⑥834×XSYC♀」は、羽色が３タイプあり、羽色タイプⅠ（黒色）が 55％（20 羽中

11 羽）、羽色タイプⅡ（淡褐色）が 35％（20 羽中 7 羽）、羽色タイプⅢ（褐色斑）が 10

％（20 羽中 2 羽）を占めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図８－１）＜①57×86♂＞「ＣＭ♂」の羽色 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図８－２）＜②57×86♀＞「ＣＭ♀」の羽色 
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（図８－３）＜③57×XSYC♂＞「ＣＭ♂」の羽色 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（図８－４）＜④57×XSYC♀＞「ＣＭ♀」の羽色 



- 11 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（図８－５）＜⑤834×XSYC♂＞「ＣＭ♂」の羽色 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（図８－６）＜⑥834×XSYC♀＞「ＣＭ♀」の羽色 
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 一方、ＰＳの「⑦57×831♂」は、羽色が３タイプあり、羽色タイプⅠ（褐色）が 80％（20

羽中 16 羽）、羽色タイプⅡ（黒褐色斑）が 15％（20 羽中 3 羽）、羽色タイプⅢ（淡褐色）

が 5％（20 羽中 1 羽）を占めた。 
 
 「⑧87×981♀」は、羽色が３タイプあり、羽色タイプⅠ（淡褐色斑）が 85％（20 羽中 17

羽）、羽色タイプⅡ（黒色）が 10％（20 羽中 2 羽）、羽色タイプⅢ（黒褐色）が 5％（20

羽中 1 羽）を占めた。 
 
 「⑨88×YC♀」は、羽色が２タイプあり、羽色タイプⅠ（黒色）が 90％（20 羽中 18 羽）、

羽色タイプⅡ（黒色斑）が 10％（20 羽中 2 羽）を占めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（図８－７）＜⑦57×831♂＞「ＰＳ♂」の羽色 
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（図８－８）＜⑧87×981♀＞「ＰＳ♀」の羽色 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図８－９）＜⑨88×YC♀＞「ＰＳ♀」の羽色 
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 イ 12 週齢時（ＣＭ(①～③検定終了時全数)：羽色･外貌特徴、図９－１～11 参照） 
 

 ＣＭの「①57×86♂」は、羽色タイプⅠ（濃赤色）が 89.1％（92 羽中 82 羽）、羽色

タイプⅡ（褐色）が 10.9％（92 羽中 10 羽）を占めた。外貌の特徴は、何れも体型が肉用

種型（コーチン型）、単冠、耳朶色は赤色、脚色は黄色（一部分に褐色が混在）であった。 
 

 「②57×86♀」は、羽色タイプⅠ（褐色）が 54.1％（98 羽中 53 羽）、羽色タイプⅡ（淡

褐色）が 45.9％（98 羽中 45 羽）を占めた。外貌の特徴は、何れも体型が肉用種型（コー

チン型）、単冠、耳朶色は赤色又は白色、脚色は黄色（一部分に褐色が混在）であった。 
 

 「③57×XSYC♂」は、羽色タイプⅠ（横斑）が 40.4％（99 羽中 40 羽）、羽色タイプⅡ

（横斑一部白色）が 37.4％（99 羽中 37 羽）、羽色タイプⅢ（白色斑）が 22.2％（99 羽

中 22 羽）を占めた。外貌の特徴は、何れも体型が肉用種型（コーチン型）、単冠、耳朶

色は赤色、脚色は黄色（一部分に鉛色が混在）であった。 

 

 

 

 ＜①57×86♂＞「ＣＭ♂」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図９－１）＜①57×86♂＞（ＣＭ♂）羽色タイプⅠの羽色・外貌の特徴 
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（図９－２）＜①57×86♂＞（ＣＭ♂）羽色タイプⅡの羽色・外貌の特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図９－３）＜①57×86♂＞（ＣＭ♂）の飼養状況（羽色の比較） 
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 ＜②57×86♀＞「ＣＭ♀」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（図９－４）＜②57×86♀＞（ＣＭ♀）羽色タイプⅠの羽色・外貌の特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図９－５）＜②57×86♀＞（ＣＭ♀）羽色タイプⅡの羽色・外貌の特徴 
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（図９－６）＜②57×86♀＞（ＣＭ♀）の飼養状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図９－７）＜②57×86♀＞（ＣＭ♀）の飼養状況（羽色の比較） 
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 ＜③57×XSYC♂＞「ＣＭ♂」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（図９－８）＜③57×XSYC♂＞（ＣＭ♂）羽色タイプⅠの羽色・外貌の特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図９－９）＜③57×XSYC♂＞（ＣＭ♂）羽色タイプⅡの羽色・外貌の特徴 
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（図９－10）＜③57×XSYC♂＞（ＣＭ♂）羽色タイプⅢの羽色・外貌の特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図９－11）＜③57×XSYC♂＞（ＣＭ♂）の飼養状況 
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 ウ 18 週齢時（ＣＭ(④～⑥検定終了時全数)、ＰＳ(⑦～⑧全数)：羽色･外貌特徴、 

図 10－１～20 参照） 
 

 ＣＭの「④57×XSYC♀」は、羽色タイプⅠ（濃赤色）が 50.5％（95 羽中 48 羽）、羽

色タイプⅡ（黒色(一部茶色)）が 36.8％（95 羽中 35 羽）、羽色タイプⅢ（黒色）が 12.6

％（95 羽中 12 羽）を占めた。外貌の特徴は、何れも体型が肉用種型（コーチン型）、単

冠、耳朶色は赤色又は白色、脚色は黄色（一部分に褐色･黒色が混在）であった。 
 

 「⑤834×XSYC♂」は、羽色タイプⅠ（白色斑）が 48.9％（94 羽中 46 羽）、羽色タイ

プⅡ（横斑(一部白色)）が 45.7％（94 羽中 43 羽）、羽色タイプⅢ（横斑）が 5.3％（94

羽中 5 羽）を占めた。外貌の特徴は、何れも体型が肉用種型（コーチン型）、冠は豆冠(80

％以上)と単冠が確認され、耳朶色は赤色（一部白色）、脚色は黄色（一部分に鉛色が混

在）であった。 
 

 「⑥834×XSYC♀」は、羽色タイプⅠ（褐色）が 35.2％（91 羽中 32 羽）、羽色タイプ

Ⅱ（黒色(頭頸部褐色)）が 29.7％（91 羽中 27 羽）、羽色タイプⅢ（黒褐色）が 24.2％

（91 羽中 22 羽）、羽色タイプⅣ（黒色）が 11.0％（91 羽中 10 羽）を占めた。外貌の特

徴は、何れも体型が肉用種型（コーチン型）、冠は豆冠(80％以上)と単冠が確認され、耳

朶色は赤色、脚色は黄色（一部分に褐色･黒色が混在）であった。 

 

 

 

 ＜④57×XSYC♀＞「ＣＭ♀」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図 10－１）＜④57×XSYC♀＞（ＣＭ♀）羽色タイプⅠの羽色・外貌の特徴 
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（図 10－２）＜④57×XSYC♀＞（ＣＭ♀）羽色タイプⅡの羽色・外貌の特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図 10－３）＜④57×XSYC♀＞（ＣＭ♀）羽色タイプⅢの羽色・外貌の特徴 
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（図 10－４）＜④57×XSYC♀＞（ＣＭ♀）の飼養状況 

 

 ＜⑤834×XSYC♂＞「ＣＭ♂」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（図 10－５）＜⑤834×XSYC♂＞（ＣＭ♂）羽色タイプⅠの羽色・外貌の特徴 
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（図 10－６）＜⑤834×XSYC♂＞（ＣＭ♂）羽色タイプⅡの羽色・外貌の特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図 10－７）＜⑤834×XSYC♂＞（ＣＭ♂）羽色タイプⅢの羽色・外貌の特徴 
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（図 10－８）＜⑤834×XSYC♂＞（ＣＭ♂）の飼養状況 

 

 ＜⑥834×XSYC♀＞「ＣＭ♀」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（図 10－９）＜⑥834×XSYC♀＞「ＣＭ♀」羽色タイプⅠの羽色・外貌の特徴 
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（図 10－10）＜⑥834×XSYC♀＞（ＣＭ♀）羽色タイプⅡの羽色・外貌の特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図 10－11）＜⑥834×XSYC♀＞（ＣＭ♀）羽色タイプⅢの羽色・外貌の特徴 
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（図 10－12）＜⑥834×XSYC♀＞（ＣＭ♀）羽色タイプⅣの羽色・外貌の特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図 10－13）＜⑥834×XSYC♀＞（ＣＭ♀）の飼養状況 



- 27 - 

 

 一方、ＰＳの「⑦57×831♂」は、羽色タイプⅠ（濃赤色）が 100％（87 羽中 87 羽）

であった。外貌の特徴は、何れも体型が肉用種型（地鶏型）、豆冠、耳朶色は赤色（一部

白色）、脚色は黄色（一部分に褐色が混在）であった。 
 

 「⑧87×981♀」は、羽色タイプⅠ（淡褐色(名古屋種特有色)）が 90.4％（94 羽中 85

羽）、羽色タイプⅡ（黒褐色斑）が 9.6％（94 羽中 9 羽）を占めた。外貌の特徴は、何れ

も体型が肉用種型（地鶏型）、単冠、耳朶色は赤色、脚色は鉛色。 
 

 「⑨88×YC♀」は、羽色タイプⅠ（横斑）が 100％（89 羽中 89 羽）であった。外貌の

特徴は、何れも体型が肉用種型（地鶏型）、単冠、耳朶色は赤色、脚色は黄色（一部分に

鉛色が混在）であった。 

 

 

 

 

 ＜⑦57×831♂＞「ＰＳ♂」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図 10－14）＜⑦57×831♂＞（ＰＳ♂）の羽色・外貌の特徴 
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（図 10－15）＜⑦57×831♂＞（ＰＳ♂）の飼養状況 

 

 ＜⑧87×981♀＞「ＰＳ♀」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（図 10－16）＜⑧87×981♀＞「ＰＳ♀」羽色タイプⅠの羽色・外貌の特徴 
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（図 10－17）＜⑧87×981♀＞「ＰＳ♀」羽色タイプⅡの羽色・外貌の特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（図 10－18）＜⑧87×981♀＞「ＰＳ♀」の飼養状況 
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 ＜⑨88×YC♀＞「ＰＳ♀」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（図 10－19）＜⑨88×YC♀＞「ＰＳ♀」の羽色・外貌の特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（図 10－20）＜⑨88×YC♀＞「ＰＳ♀」の飼養状況 
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 (5) 育成率・生存率 
 
 ア 育成率（ＣＭ・ＰＳ、表 18～19･図 11～12 参照） 
 

 ＣＭにおいて、特に目立って育成率が低かった「①57*86♂」は、４週齢までに弱雛

・尿酸塩沈着症などが発生し、その後、８週齢頃から腹水症や心臓病、脚弱の発生に

より斃死・淘汰され、検定終了時の 12 週齢（84 日齢）の育成率は 92.8％となった。 

（※見込出荷日齢の 54～57 日齢頃では 96％程度と推察される。）  
 

 次いで育成率が低かった「③57*XSYC♀」は、3 日齢に弱雛で斃死・淘汰し、その後

は、16 週齢から腹腔内出血・ツツキが発生したが、特に目立った症状は認められず、

12 週齢の育成率は 96％となった。（※見込出荷日齢の 92～98 日齢頃では 98％程度と

推察される。）  
 

 なお、その他の組合せについては、18 週齢までの育成率が概ね 98％以上であり、見

込出荷日齢での育成率は 99％以上と推察される。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（表 18・図 11）ＣＭの育成率の推移 

 

 

 

 

 一方、ＰＳは、特に目立って育成率が低かった「⑦57*831♂」では、11 週齢までは概

ね順調であったものの、その後、発育不良による淘汰が目立ち、検定終了時の 22 週齢（126

日齢）の育成率は 91％程度となった。 
 

 「⑧87*981♀」は、８週齢までは概ね順調であったものの、その後、消化器病での

斃死や発育不良による淘汰により、22 週齢の育成率は 96％程度となった。 
 

 「⑨88*YC♀」の育成率は、期間を通して 100％であった。  
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（表 19・図 12）ＰＳの育成率の推移 

 

 

 イ 生存率（ＰＳ♀のみ、表 20・図 13 参照） 

 ＰＳ♀の生存率算出の起点である 155 日齢から検定終了時の 240 日齢までへい死・

淘汰はなく、生存率は「⑧87×981♀」及び「⑨88×YC♀」ともに期間を通して 100％

とであった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（表 20・図 13）ＰＳ♀の生存率の推移 
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(6) へい死・淘汰要因（表 21～22 参照） 

 ＣＭのうち、へい死･淘汰率が高かったのは、「①57×86♂」であり、その要因は、特

に全身病（弱雛）に係るもの（7 羽中 2 羽）が多く発生し、その他特に目立った症状は

なく、検定終了時の 84 日齢までのへい死･淘汰率は 6.9％となった。 

次いで、へい死･淘汰率が高かった「④57×XSYC♀」では、特に全身病（弱雛）に係る

もの（4 羽中 2 羽）が多く発生し、その他特に目立った症状はなく、検定終了時までの

へい死･淘汰率は 3.8％となった。 

 その他のＣＭ（②③⑤）では、特に目立った症状はないものの、弱雛、首曲がり、捻

転脚、削そうが発生し、検定終了時までのへい死･淘汰率は 1～2％となった。 

 「⑥834×XSYC♀」は、検定期間中のへい死･淘汰はなかった。 

 

（表 21）ＣＭのへい死･淘汰率（日齢/羽数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 一方、ＰＳのうち、へい死･淘汰率が高かったのは、「⑦57×831♂」であり、その要

因は、特に全身病（発育不良）に係るもの（8 羽中 7 羽）が多く発生し、その他特に目

立った症状はなく、検定終了時の 154 日齢までのへい死･淘汰率は 8.2％となった。 

 また、「⑧87×981♀」は、特に目立った症状はないものの、弱雛、食滞症、胃拡張、

発育不良が発生し、検定終了時の 280 日齢までのへい死･淘汰率は 4.6％となった。 

「⑨88×YC♀」は、検定期間中のへい死･淘汰はなかった。 

 

（表 22）ＰＳのへい死･淘汰率（日齢/羽数） 
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(7) 産卵性能（ＰＳ♀のみ） 

 ア 各性能（表 23 参照） 

 50％産卵日齢は、「⑧87×981♀」で 192 日齢、「⑨88×YC♀」で 181 日齢となった。 

 ピーク産卵率は、「⑧87×981♀」で 91.9％、「⑨88×YC♀」で 95.6％となった。 

 211～280 日齢までの期間産卵率は、「⑧87×981♀」で 80.8％、「⑨88×YC♀」で 91.7

％となった。 
 
 （表 23）ＰＳ♀の産卵性能 

項 目 
⑧87×981♀（PS♀） ⑨88×YC♀（PS♀） 

結 果 算出根拠等 結 果 算出根拠等 

50％ 
産卵日齢 

192 

日齢 

191 日齢：44.6％ 
192 日齢：55.6％ 
193 日齢：52.2％ 

181 

日齢 

180 日齢：46.4％ 
181 日齢：59.5％ 
182 日齢：47.6％ 

ピーク 
産卵率 91.9％ 

220 日齢：95.6％ 
221 日齢：91.1％ 91.9％ 
222 日齢：88.9％ 

95.6％ 
198 日齢：95.2％ 
199 日齢：94.0％ 95.6％ 
200 日齢：97.6％ 

期間 
産卵率 

80.8％ 
期間産卵個数：4,789 個 
期間延べ羽数：5,929 羽 

91.7％ 
期間産卵個数：5,143 個 
期間延べ羽数：5,610 羽 

 
  ※「50％産卵日齢」は、産卵率が 50％に達した最初の日齢 
  ※「ピーク産卵率」は、産卵ピーク時３日間の平均産卵率 
  ※「期間産卵率」は、211～280 日齢の期間産卵個数／期間延べ羽数 

 

 イ 週齢毎産卵率（表 24・図 14 参照） 

 各週齢毎の平均産卵率は、「⑧87×981♀」では、23 週齢よりゆるやかに上昇し、24

週齢以降の産卵率に応じた飼料給餌量の調整等により、産卵ピークの 31 週齢の 86％台

まで大きく上昇し、ピーク後の 34 週齢以降から若干低下したものの、検定終了時の 40

週齢では 77.1％となった。 

 一方、「⑨88×YC♀」は、23 週齢以降の産卵率に応じた飼料給餌量の調整等により、

ピークと思われる 29 週齢の 93％台まで大きく上昇し、検定終了時の 40 週齢では 91.1

％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（表 24、図 14）ＰＳ♀の週齢毎産卵率の推移 
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(8) 卵質性能（ＰＳ♀のみ） 

 ア 週齢毎平均卵重･採卵量（表 25・図 15 参照） 

 各週齢毎の平均卵重は、初産時では「⑧87×981♀」が 46ｇ、「⑨88×YC♀」が 43

ｇ程度で、その後「⑧87×981♀」が 26 週齢で一時停滞したが、「⑧87×981♀」が

33 週齢、「⑨88×YC♀」が 28 週齢に 60ｇに到達し、検定終了時の 40 週齢では両組

合せとも 65ｇ程度となった。  

 採卵量は、産卵率と卵重を反映し、「⑧87×981♀」では 26 週齢から 31 週齢まで

大きく上昇し、産卵ピーク後の 32 週齢での産卵率低下を反映し 35 週齢で 27.5 ㎏ま

で低下したが、その後は 28～29 ㎏程度を維持し、検定終了時 40 週齢では 29.2 ㎏と

なった。「⑨88×YC♀」では、25 週齢から 29 週齢まで大きく上昇し、産卵ピーク後

の 33 週齢以降は 31～32 ㎏程度を維持し、検定終了時の 40 週齢では 32 ㎏となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（表 25、図 15）ＰＳ♀の週齢毎平均卵重・採卵量の推移 

 

 

 イ 卵重・卵殻強度（ＰＳ♀のみ：表 26～30、図 16～19 参照） 

 35 週齢時の卵質検査結果（3 日間平均）において、卵重の平均値は「⑧87×981♀」

で 60.7ｇ、「⑨88×YC♀」で 64.1ｇ、卵殻強度の平均値は「⑧87×981♀」で 4.16

㎏/㎝ 2、「⑨88×YC♀」で 3.99 ㎏/㎝ 2となった。これら全ての測定値からそれぞれ

度数分布、正規分布を求めた結果、表 27～30、図 16～19 のような分布となった。 
 
   （表 26）35 週齢卵質検査結果（全数：3 日間平均） 

   平均 最大 最小 標準偏差 個数 

卵 重 

(ｇ) 

⑧87×981♀ 60.7 69.6 52.8 3.35 191 

⑨88×YC♀ 64.1 75.4 52.4 4.11 224 

卵殻強度 

(㎏/cm2) 

⑧87×981♀ 4.16 5.55 2.06 0.67 190 

⑨88×YC♀ 3.99 5.63 2.05 0.61 218 

   ※ 測定期間 ： 「⑧87×981♀」= H27.11.8～10、「⑨88×981♀」= H27.12.6～8
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（表 27、図 16）＜⑧87×981♀＞「ＰＳ♀」の卵重の度数分布･正規分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（表 28、図 17）＜⑨88×YC♀＞「ＰＳ♀」の卵重の度数分布･正規分布 
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（表 29、図 18）＜⑧87×981♀＞「ＰＳ♀」の卵殻強度の度数分布･正規分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（表 30、図 19）＜⑨88×YC♀＞「ＰＳ♀」の卵殻強度の度数分布･正規分布 


